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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
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【訂正の内容】
【００３６】
図3はどのようにして電解液４が電気化学セル2a, 2bに挿入されるかを表している。電気
化学セル2a, 2bは、針などの注入装置8を使う上部側6以外の全ての部分が閉じているポー
チ5にパックできる。図3はバイセル型の3組の電気化学セル2bを示しており、接点12, 22
は図を明瞭にするために省略されている。注入装置8は所定量の電解液4を電気化学セル2a
, 2bに挿入することができる。ポーチ5にパックされた電気化学セル2a, 2bへの電解液4の
注入は、例えば圧力約10から500 mbar absの真空下で行える。電解液4は片側のみから注
入してもよく、実質的に注入手順が簡略化される。
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